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「子どもの心の発達を支援するために」  
筑波大学 人間心理学域教授 

日本学校心理士会会長 石隈 利紀 

 

2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災は、地震、津波、そして原子力発電所の事故により放射能の

問題となりました、子どもや学校は、今なお危機的状況にあります。子どもは、震災による心の傷、親し

い人やものそしてふる里の喪失、転校など学校生活の変化に対処しながら、子ども時代を生きています。 
 子どもは厳しい状況のなかで、学校に通い、授業や特別活動、友達や教職員との関わりを通して、自分

のペースで、ゆっくりと、でも確実に発達しています。震災後、私はあらためて「学校の力」を感じてお

ります。友達と一緒に、勉強して、昼食を食べて、遊んでという日常生活を通して、子どもは回復してい

きます。自分の成長を自覚する機会が、授業にも、行事にも、部活動にも、たくさんあります。やはり学

校は、すごいところです。 
子どもの回復を支える力を「レジリエンス」（苦しい状況のなかでも健康を回復し、維持する特性や力）

と言います。レジリエンスは、子ども自身の力（自助資源）の発見と活用、そして周りの力（援助資源）

の発見と活用が鍵となります。子どもなりにできていること（例：朝顔をあらう、学校にきている）、工夫

していること（例：友達と助け合う）を見つけ、「よくやっているね。ありがとう。すごいね。」と声をか

けることが、子どもに力を与えます。そして子どもの周りの大人もよくがんばっています。先生方、職員

の方々、保護者の方々、地域の方々が、お互いにお互いのできていることや工夫を認め合うことです。「あ

りがとう。助かります。すごいですね。」と、口に出すことで、互いの力を維持したいものです。 
 子どもの心の発達を支援するのは、援助する人々の「チーム」です。普段なら、子どもが状況に応じて、

大人に相談します。子どもが周りの援助を活用するのです。でも今日のような厳しい状況では、援助者の

方が意識的にチームを組む必要があります。学校では、生徒指導・教育相談担当、特別支援担当、養護教

諭、管理職などをリーダーとする先生方が、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーととも

に、子どもの援助チームで取り組むことで、子どもへの良質の支援が可能になります。保護者も子どもの

援助チームの重要なメンバーです。 
 どんな厳しい状況でも、子どもは、発達していきます。この状況が少しでもよくなることに努めながら、

その間も、子どもの発達をきちんと支援していかなくてはなりません。子どもを支える大人は、当事者と

して「危機」を共有し、子どもの援助者として「責任」を共有し、子どもと共に生きる者として、子ども

の将来と未来の社会への「希望」を共有しましょう。 
 

福島県子どもの心のサポートチーム協議会   
 

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の被災地であり、子どもの心の発達に対する

中・長期的な支援が求められる状況にかんがみ、標記協議会を開催しました。教職員の心理・健康教

育への理解、相談業務に係る技術の向上、家庭・地域との連携の在り方等を協議し、本県における児

童・生徒の心のケア及びサポートの一層の充実に資する目的で、年２回行いました。 

協議会は、以下の方々から構成されています。 

 

日本学校心理士会長 

  日本臨床心理士会専務理事 

  浜松医科大学児童青年期精神医学講座教授 

  浜松医科大学子どものこころの発達研究センター客員教授 

  福島県臨床心理士会東日本大震災プロジェクト代表 

  福島県臨床心理士会スクールカウンセラー委員会委員長 

  福島県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー 

  福島県小・中・高等学校長会代表            【子どもの心のサポートチーム協議会】 

子どもの心のケアとサポートのために Vol.２ 
－学校・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーと取り組む生徒指導－ 

                                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２５年３月福島県教育委員会 

  

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

SC：スクールカウンセラー            SSW：スクールソーシャルワーカー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災以降、県外からの臨床心理士及び社会福祉士の皆様に多大なる御支援をいただいております 
 
 
 
 
 
 
 
 

養護教諭 保健室だより 教育相談担当者 活動報告 

「１年間をふりかえって」 

矢吹町立矢吹小学校 教頭 近藤 祐二 

 平成２４年度本校では、児童や保護者の心のサポ

ート並びに学校や家庭等の課題解決のために、ＳＣ

やＳＳＷの支援を得て、教職員とチームを組んで、

年間のべ約１３０件にのぼる教育相談を実施して

きました。問題によっては、町の保健福祉課や専門

機関等の協力も得て、多方面にわたる方々の助言を

いただき、連携を深め、個に応じた問題や悩みによ

り具体的に応じられるよう、協議しながら対応する

ことができました。  

「ＳＣとの連携が支援の自信」 

相馬市立中村第一小学校 養護教諭 横川和子 

 「困り感」を抱える児童に対して教育的ニーズを

踏まえた上で一人一人の支援チームを組織していま

す。月に一度チーム会議を開いて情報を交換しあい、

ＳＣから支援の方針について的確な助言をいただく

ことで、保健室でも自信を持って児童に関わること

ができます。 
平成２４年度はＳＣによる校内研修を２回実施し

支援のあり方への理解とスキルをさらに高め、学校

全体で児童の成長につなげることができました。 

「心の分析とその支援法」 

  県立小野高等学校平田校 教諭 千葉茂樹 

本校では、生活面や学力面で悩みを持つ生徒・

保護者のために、浜松医大の巡回相談を平成２４

年度は２回にわたり６日間、研究者の立場から子

ども達の心の分析とその支援法をご教授いただ

きました。ＳＣとは違う視点で、教員にとっても

有益なものとなりました。近年、セカンドオピニ

オンということが指摘されていますが、そういう

意味でも重要かつ有益な支援事業でした。  
教諭 千葉茂樹 

「養護教諭とＳＣの連携」 

福島市立福島第三中学校 養護教諭 平 朋子 

ＳＣ、学級担任、養護教諭の相談体制を機能さ

せるために、ＳＣ室を職員室と保健室の近くに配

置しています。保健室登校の生徒、人間関係に悩

む生徒、各々の保護者等の相談活動を円滑に推進

することや、ＳＣの指導助言を組織の中で生かす

役割などを担っています。また、相談された内容

を記録し、毎週行われる日常生活委員会に提案・

協議し、共通理解を図り対策を講じています。 

SC 実践レポート 

「助け合う心と未来を切り拓く力を育てるために」 

       東京臨床心理士会 ＳＣ三浦美智子 

平成 23 年９月～10 月に東京ＳＣ９名が交替で支

援した小高工業高校に勤務しています。度重なる移

転の末に、24 年４月、原町に移転統合し、私は先生

方の想いを生徒につなぐ役目を担い、生徒指導と教

育相談の観点から寄宿生と転入生(30 分)、１年生(20

分)との全員面談を実施しました。面談票をもとに家

族や生活環境、学習、進路、部活等について聴きな

がらエールを送っています。この組織的取組は生徒

にも先生方にも好評で、次年度も継続していきます。 

「子どもをまんなかにして考える」 

矢吹町・県南教育事務所 ＳＳＷ土屋佳子 

 配置２年目となり、活動の場が広がりました。家

庭訪問や校内ケース会議の実施だけでなく、関係機

関との連携、要保護対策地域協議会等への関与、広

域的な問題への対応などにも取り組んでいます。子

どもの生活環境改善に向け何をするべきか、子ども

や家族の思いを踏まえた上で、関係者が集まり知恵

を出し合う、そうした「チーム支援」の仕組みづく

りに努めています。今後さらに先生方との協働の

場を構築していきたいと思っています。 

「協働」 

南会津町・会津教育事務所 ＳＳＷ彦沢正孝 

これまでは家庭、保護者への支援が大半を占め、

関係機関と丁寧に対話を行いながら連携を図って

まいりました。保護者の精神保健への対応では、

家族・教師やＳＣ・町保健師・医師やＳＳＷ等と

の協働が奏功した一方、学校が対応に苦慮してい

た実態もあります。昨今の学校の過密スケジュー

ル等を踏まえ、益々関係機関のチームワーク及び

メンテナンスが重要になると実感しております。 
 

「校内でのチーム支援」  

福島県臨床心理士会 ＳＣ横山美香 

現在の勤務校では、コンサルテーションはもちろ

ん、隔週で開かれる生徒指導委員会と不登校対策委

員会で、情報を共有し支援の方針を考えています。

子どもを多面的に理解し、関わりに役立つように、

話し合いを重ねています。子どもの回復力を引き出

し成長を促せるよう、身近に現実面を支える担任・

学年の先生方、身体面をケアする養護教諭、内面を

支えるＳＣというように、立場の違いを活かした役

割分担で関わっています。 

SSW 実践レポート 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出会いの１分面談 
出会いの入学後１週間で宇蓮しかｔぅたこと、困っていることを聞きます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒の精神衛生に関する調査「心のサポート」アドバイスシートの返却について 
 「心のサポート」シートの調査結果（「心のアドバイス」シート）は、児童生徒の調査時の心の状態を表し、

「心の元気度」・「心のイライラ度」・「思いやり・優しさ（向社会的行動）」の３つの側面から総合的な所見を提

示します。調査項目は、心に活力があれば、自分自身を認めながら心に余裕が持てるため、自分も他者も大切

にできるという考えに基づいて作成されています。 

アドバイスシートの返却に際しては、あくまで調査時の心の状態であることを踏まえた上で、所見をお読み

ください。また、自由記述の項目「学校生活の中でできるようになったこと・工夫したこと」を学級担任と児

童生徒が共有することは、児童生徒の小さな成果や個人の工夫を賞賛することにつながり、他者から認められ

ることが、心のエネルギーの充填につながります。 

なお、心のエネルギーが枯渇している場合は、関係機関や医療機関につなぐ必要があります。調査結果が、

早期発見の役割も担っておりますので、各教育事務所を通じて義務教育課にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

『質問紙調査法』を活用した教育相談について  
 

調査質問紙は専門家の協力を得て、なるべく十分に妥当性・信頼性の確かめられたものを用いると、有効性が高まります。妥当性や信

頼性の高い調査の多くは、一見同じような質問内容の項目を複数回尋ねているように見える構成となっていますが、それらの複数の項目

をまとめ、分析することが有効とされています。独自に作成することは専門的な訓練が必要なため、大学諸機関などの専門家と連携して

質問紙を作成、実施、分析、解釈することが求められます。 

結果の解釈にも注意が必要です。該当者の割合（％）、平均値と比較したときの個人（や対象クラス）の得点、１学期と比べた時の２

学期の得点などのような時系列を追った変化が、各基準より数ポイント高い低いということで、結果の良し悪しを判断することはできま

せん。質問紙調査結果には誤差が多く含まれます。児童生徒も、答えたときの気分やその日の出来事により回答が大きく揺らぎます。基

準と比較したときの差に基づいて結果を解釈する場合は、その誤差の範囲を超えて割合や得点の高低の有無を検定し、解釈していく必要

があります。（中略） 

調査結果から何らかの問題点が見つかったときは、調査の妥当性や信頼性を再度確認した上で、他の調査結果や資料と照合させながら

問題点を明らかにします。さらに、児童生徒本人や、必要に応じて保護者との面接を実施し、問題の早期発見、児童生徒理解に努めます。 

（平成２２年文部科学省「生徒指導提要」より） 

アセスメントを活用した教育相談体制について 

 

５ チーム支援の評価 
個別の支援計画で設定した長期的、短期的な支援目標の達成状況

について学期末や学年末に総括的評価を行うことが必要です。総括

的評価から目標達成に困難が予想される場合は、再度アセスメント

を行い、個別の支援計画を作成して、チームによる支援の在り方を

見直します。 

 

「心のサポート」アドバイスシート 
教育相談で返却すると、３つのメリットが保

たれます。 

（１）総合所見で調査時の「心の活力（エネル

ギー）」と現在を比較しながら結果を受

け止めることができます。 

（２）自由記述から、児童生徒を直接賞賛した

り、これからの生活に目標や見通しをも

たせたりすることができます。 

（３）支援の必要な児童生徒は、調査時のとき

と比較して関係機関につなぐことがで

きます。 

子どもたちと心について話題にすることで、 

個別の課題や問題の早期発見につながります。 

２ アセスメントの実施 
次に、関係する複数の教職員等が参加して、ケース会議を開催し、当該児童生徒に関する情

報収集・分析を行い、支援の暫定的な目標や方法を検討します。これにより、暫定的にですが

児童生徒のつまずきの原因や背景、悩みや不安、問題の所在や程度などが明確になります。 

３ 個別の支援計画 
アセスメントに基づいて、問題解決のための

具体的な個別の支援計画を作成します。すなわ

ち「何を目標に（長期目標と短期目標）、だれ

が（支援担当者や支援機関）、どこで（支援場

所）、どのような支援を（支援内容や方法）、い

つまで行うか（支援期間）」を記載した個別の

支援計画については、関係する委員会、部門、

学年にも周知し、共通理解を図り、連携・協力

体制をつくっておきます。 

４ チーム支援の実践 
個別の援助・支援計画に基づいてチームによ

る援助・支援を実施します。チームによる支援

の実施段階では、コーディネーターが中心とな

って、定期的にケース会議を開催します。ケー

ス会議では、メンバーの支援行為、児童生徒や

保護者の反応・変化について継続・発展させ、

そうでない援助・支援については廃止・改善す

る必要があります。会議を円滑に運営するた

め、支援状況を簡潔に一定の書式で記録できる

シート類を作成しておくとよいでしょう。 

 

６ チームによる 

支援の終結 

１ チームによる支援の要請 
深刻な問題行動や特別な支援を要する児童

生徒の問題解決について、担任や保護者等から

相談や要望があった場合、生徒指導委員会など

の校内委員会でチームによる支援が必要か検

討します。 

 

  

 



 

JAMSNET メンタルヘルスネットワーク支援報告 

 
【校内研修】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンサルテーション（右）バーンズ先生（左）鈴木先生】 

JAMSNET メンタルヘルスネットワークは、東日本大震災 

以降に子どもの心のケアにあたる支援者のために支援する相談

窓口を開設してくださった団体です。 

バーンズ亀山静子先生（ニューヨーク州認定スクールサイコ

ロジスト）、鈴木貴子先生（Ph. D. クリニカルサイコロジスト）

をはじめとするＪＡＭＳＮＥＴメンタルヘルスネットワークの

皆様には、これまでに、スカイプを使った電話相談以外にも、

福島県に出向いていただき、直接、学校関係者を支援してくだ

さいました。主な支援内容は、「教職員へのコンサルテーション」

「教室でのスキルトレーニング」「校内研修講師」「児童生徒、

保護者及び教職員のための個別面談」等です。 

 

「インクルーシブ教育」 

中島村立滑津小学校長 渡邉謙一 

 
特別支援教育を学校の核とし、児童一人一人の教

育的ニーズに応え、インクルーシブ教育を推進しよ

うと全教職員で努力しています。「一人も見捨てな

い」という意識は、教員として当たり前の覚悟では

ありますが、教師の心のストレスへの対策が必要に

なると感じていました。 
そんなとき、J AMSNETからの支援を受け、教
職員のメンタルヘルスのための校内研修を受けるこ

とができました。フォローアップ研修もお願いし、

また、二次障がいの児童へのアセスメントもいただ

くことができ、専門家からの助言は職場にとって何

よりの力強い支援でした。 

 
ご挨拶 
ニューヨークで活動する日米邦人医療ネットワーク（ＪＡＭＳＮＥＴ）の精神衛生に関わる日本人専門職グループは、子どもたちの支

援者である先生方と学校をサポートしようと活動を 2011 年5 月から開始しました。ＷＥＢサイト（http://jamsnet.org/110.php）を開設

し、ミニ講義や対応マニュアル等の資料提供やメールや電話での相談に応じています。また 2012 年からは学校訪問もスタート。特

別支援学校も含め幼稚園から高校までのべ 21 校にお邪魔しました。これは学校のご要望に応じた「出前型」支援で、教室に入って

スキルトレーニングをしたり、子どもや保護者と面談して先生方にコンサルテーションをしたり、校内職員研修の場や教員の集まりで

ワークショップもさせていただきました。「かえって悪化させることになったらと思うと声がかけにくい」というような具体的な悩みを一

緒に考え、発達障害の子どもへの対応もコンサルテーションしています。2 年経った今、支援者自身の健康問題が報告されていま

す。いろいろな形で先生方のストレス軽減のお手伝いをしたいと願っていますのでご連絡ください。 
JAMSNET ニューヨーク邦人メンタルヘルスネットワーク代表  斉藤恵真 

 
 

 

 



 

 

 

 個別の支援計画を作成し、チーム支援の実践場面で活用するためには、児童生徒の個別の情報や学校としての援助方針 

を共有することが大切です。まず、子どもが困っているのは、学習状況なのか、人間関係なのか、進路に関することなの 

か、健康状況なのか等、具体的な援助場面に分けて支援の計画を考えます。その上で、児童生徒への支援については、「何 

を、誰が、いつまで行うのかという援助案を検討します。その際、子どもに関する情報と支援策は１枚に収まるシートが 

有効です。下記の援助チームシートは、筑波大学 人間系心理学域教授 日本学校心理士会長である石隈利紀先生等が開 

発したシートです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の支援計画をチーム支援で活用する ～「援助チームシート」について～ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート１】                      【ワークシート２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務教育課 ＨＰアドレス http://www.gimu.fks.ed.jp/ 

 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センター支援報告 

 

浜松医科大学児童青年期精神医学講座 特任研究員  

福島県子どもの心のサポートアドバイザー 原田 新 

 

浜松医科大学子どもの心の発達研究センターは、東日本大震災以降、福島県教育委員会と連携し、福島県全域の小・

中・高等学校及び特別支援学校を対象とした緊急支援活動を行ってまいりました。 

平成 24 年度からはその事業を拡大し、福島県にスタッフを常駐させ、計延べ 55 校の希望校に対して（1）心の教

育プログラム、（2）巡回相談（児童生徒、保護者への個人面談、先生方へのコンサルテーション）という2 つの活動を

実施いたしました。さらに平成25 年度からは、この2 つに加え、子どもの心のケアに関する保護者への講演会、ワー

クショップ等も本格的に実施する予定となっております。なお、本事業では福島県全域を被災地として考え、被災によ

る心の問題に限定せずに、児童生徒の幅広い問題を対象とした活動を行っております。 

「心の教育プログラム」とは、児童生徒のメンタルヘルス向上を目的とした授業プログラムです。私たちはこれまで

複数の授業ユニットを開発し、様々な学校で実施してまいりました。第1 ユニット（一般的なストレスマネジメント方

法）の概要は既に「子どもの心のケアとサポートのためにVol.1」で 

紹介されておりますので、第2 ユニットの概要を紹介致します。 

第2 ユニットでは、感情のコントロール方法をテーマとし、嫌 

なことや心配なことを得点化する練習から始めます。得点化する 

ことで、それが自分自身で対処できることか否かの判断が可能と 

なります。その上で、嫌な気持ちを変える4 つの方法についてワ 

ークを通して学びます。 

（1）ネガティブな考え方をポジティブな考え方に変える 

（2）対処方法を考える 

（3）身体の活用方法（呼吸法等）を学ぶ 

（4）相談するための方法を学ぶ     

                【保護者の方々が参加した研修会】 

 

  

 

 



心の教育プログラム「中学校版」第２ユニット 

 学習活動・内容 時間 予想される生徒の反応 ＊備考 ○評価 

導

入 

１ 「うれしい」感情を想起する。 

（１）今日の調子を点数で表す。 

（２）この1 か月で、「楽しかったこと・ 

うれしかったこと」を思い浮かべて 

プリントに書く。 

５ 

 

 

・点数をつける。 

・自分の言葉で表現する。 

 

＊自由に想起させる。 

＊どれくらい「楽しい・うれしい」のかが

点数をつけることでつかみやすくなるこ

とを理解させる。 

展

開 

 

２ 本時の活動に見通しを持つ。 

 

 

３ エクササイズⅠに参加する。 

（１）今、気になる「嫌なこと・心配なこと」

を３つ思い浮かべて、点数と順位をつけ

る。 

（２）「嫌なこと・心配なこと」が頭にうか

んできた時、どうしたらよいか話し合

う。 

（３）「どうせやっても無駄だ」「意味がない」

「うまくいくはずない」というネガティ

ブな発言に対して「そんなことはない

よ」と思わせるポジティブな言葉を考え

てみよう。 

４ 心理学の概念Ⅰについて学ぶ。 

（１）「考え」と「感情」と「行動」の関係

について理解する。 

（２）「感情」と「行動」を変えるのは難し

いが、「考え」を変えることは比較的容

易である。 

５ エクササイズⅡに参加する。    

（１）「嫌なこと・心配なこと」があるとき

どうするか、具体的な「対処方法」(何

とかうまくやる方法)を話し合う。 

①「高校入試が心配で勉強が手につかな

い。」 

②「高校生活や将来のことが心配で、やる

気になれない。」 

③「親に叱られて腹が立つ。」 

④「友達と気まずくなっている。」 

 

 

 

（２）一番説得力のある発言を紹介する。 

６ 心理学の概念Ⅱについて学ぶ。 

① 考え方を変えると気持ちも変わる。 

② 問題の解決のなかで、やれることをや

ることは大事である。自分で対処が難し

い場合は、気分の問題として対処法を相

談する。 

③ 嫌なことがいくつかある時は、「点数

の低いもの」から片付ける。 

 

1０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

・活動のねらいを聞く。  

 

 

・自分の言葉で表現する。 

・順位と点数をつける。 

 

・活動のためのグループになる。 

・解決策を話し合う。 

 

・相手のネガティブな発言をポジテ

ィブな発言で受け止める。 

 

 

 

 

・ワークシートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

＊グループで順番に発言する。 

① 高校入試を通らなかった人はい

ないよ。みんなが通る道だよ。 

② 遠い先のことは分からないけど

１か月先なら計画できるんじゃな

いかな。 

③ 怒るのは感情的だけ、叱るのは

愛情があるからじゃない。 

④ きっと相手も同じことを思って

何とかしたいと思っていると思う

よ。 

 

 

 

 

＊活動の目的を知らせる。 

 

 

 

 

 

＊ブレーンストーミングで話し合い、相手

の発言は否定しないようにさせる。 

 

 

＊自分の言葉で表現する。 

 

 

 

 

＊３つとも連動することを理解させる。 

〇不安という「感情」が出てきて、自分が

コントロールできなくなって、勉強が手

につかないという「行動」になる仕組み

を理解することができたか。（観察） 

 

 

 

 

＊１分３０秒ほど話し合い、１番説得力の

ある意見をグループ内で決定する。 

＊時間を計って繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

〇「感情」も「行動」も変えることは難し

いが、「考え」を変えることは比較的容易

であることに気づくことができたか。 

 （観察・ワークシート） 

 

終

末 

７ ストレス解消方法（セルフケア）を学ぶ。 

身体を活用する方法「息を吐く、スト

レッチ等」（リラクゼーション）を知る。 

５ 

 

 

・全員で練習する。 

 

＊大人に相談してみるのは、予想以上に効

果があることを伝える。 

ポイント１  

気持ちに点数をつけると扱いやす 

くなります。 

ポイント２  

順位や点数をつけることで、気持

ちに軽重がつけられ、解決するため

の優先順位が決まってきます。 

ポイント３  

相手の気持ちを受け止めて、勇気づける言葉に変換してあげるよう 

例示します。（例）「うまくいくはずがない」 

→「やらないで後悔するより、やって後悔する方がよい。」 

（板書） 
考え        感情 

 
 

    
      行動 

ポイント５  

点数化された課題は、一番気になるものから片付けようとするのでは 

なく、一番点数の低いものから片付けると、達成感が味わえて次の大き 

な課題に立ち向かうことができるようになります。 

 

 

 

 

 

「不安」な心をコントロールする方法を 

身につけよう。 

ポイント４ 

グループ代表の発表を全 

体で シェアリングする

ことで、対処方法の幅が広がります。 

 

 



 

  

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

            

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【参 考】 

○『子どもの心のケアのために－PTSD の理解とその予防－』文部科学省（保護者用リーフレット） 

                http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kokoro/06041905/001.pdf 
○『子どもの心のケアのために－災害や事件・事故発生時を中心に－』平成 22 年 7 月 文部科学省 

                      http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1297484.htm 
 
 

「ＳＣと教育・医療・保健福祉との連携を通して」 

福島県臨床心理士会ＳＣ委員会委員長  

下田章子 

子どもは周囲のさまざまな人とのつながりの

中で発達をしていきます。震災では子どもを育む

地域のつながりも大きな影響を受けました。子ど

もの心のサポートのためには学校内だけでなく、

学校外の教育や医療、保健福祉など、地域の社会

資源を活かしていくことが大切だと感じていま

す。ＳＣとしてもＳＳＷとも協力して教職員や保

護者、学校外との連携を行って取り組んでいま

す。また、震災後は県外の臨床心理士などからも

多くのサポートをいただいています。 

「子どもの心のサポート」のために 

 

教育相談体制の構築のために 
 

学校には、学級担任・ホームルーム担任を始め、

教育相談担当教員、養護教諭、生徒指導主事、スク

ールカウンセラーなど様々な立場の教員がいます。

校長、教頭は管理職ならではの指導・支援ができま

す。専科教員や授業担当者、部活動の顧問は、日常

の観察やきめ細かいかかわりが可能です。最近では

スクールソーシャルワーカーといった外部人材（非

常勤職員）も配置され始め、社会福祉的な視点から

の見立てや支援も可能になりました。このように、

学校には一人の児童生徒をめぐって様々な教員が多

様なかかわりを持つことができ、特にその児童生徒

の良いところを認め励ますことによって児童生徒を

支えていくことができることが特徴であり、大きな

利点といえます。 

（平成２２年文部科学省「生徒指導提要」より） 

 

援助資源が豊富な学校は、チームで教育相談体制

を構築することが可能です。この他、学校は、早期

発見・早期対応が可能であり、関係機関と連携が取

りやすい特質があります。  

校内における教育相談体制の構築については、日

頃から学校が一体となって取り組むことができるよ

うに整備しておかなければなりません。そのために

は、教育相談に対する教員一人一人の意識を高めて

いくことが重要であり、児童生徒の抱える悩みを早

期に発見し、悩みが深刻化しないように解決に向け

ての助言や声かけを組織的に行う体制を構築するこ

とが大切です。 

例えば、客観的な情報を把握するために行う「い

じめについてのアンケート」等は、教員がいじめを

許さない、いじめを見逃さない、そして、一人一人

の児童生徒をいじめから守る、という強い姿勢を伝

える意思表示の機会になります。また、その集計結

果をもとに、どのような校風を創り上げていくのか

を学校全体で考える機会をもつことにもつながりま

す。 

これからの教育相談は、家庭や地域の協力、各方

面の専門家や専門機関との連携だけでなく、特別支

援教育などと連動して児童生徒の個別のニーズに即

応できること等、多様化する児童生徒の問題に、教

職員がチームとして問題の解決にあたることが求め

られています。  

 

「チーム会議の取組」 

福島大学教授 福島県ＳＳＷスーパーバイザー 

鈴木庸裕  

スクールソーシャルワーカーは、社会福祉の専

門的な知識や技術をもとに、学校でのケース会議

を通じて、児童生徒本人や本人を取り巻く環境（家

族や学校、関係機関）に働きかけます。教育委員

会や学校に配置され、教職員と協働して、長期欠

席やネグレクト、いじめ、非行、校内暴力や発達

障害などに起因する問題の軽減をめざします。近

年、市町村の要保護児童対策地域協議会（虐待防

止ネットワーク）などとの連携が増えています。 
 

「安心できる学校づくりをめざして」  

川俣高等学校 教諭 鈴木裕子 

本校では、多くの生徒が避難先から通学してい

ます。そのため、個別指導がより有効になるよう、

各学年でストレスマネジメント教室を開催し、安

心して学べる環境づくりに取り組んでおります。

平成２４年度は、浜松医科大学子どもの心サポー

トアドバイザーによる「こころの授業」を行い、

全職員で多方面から指導する体制を整えており

ます。また、家庭状況が生徒の心や学校生活に大

きく影響することから、ＳＣによるメンタルヘル

ス、教職員集団による支援、ＳＳＷによる家庭生

活支援の３者による重なりが望まれております。 

 


